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本学は平成24年度㈶
短期大学基準協会によ
る第三者評価の結果、
適格と認定されました。

佐野日本大学短期大学学報

第 9 回 SGC 佐野ガールズコレクション　11 月 24 日（土）
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年 頭 の ご 挨 拶

新年あけましておめでとうございます。皆様におかれ
ましては、穏やかな新年をお迎えのことと存じます。ま
た今年も本学園に対し、格段のご厚情を賜りますよう
お願い申し上げます。
「人生 100 年時代」の到来が叫ばれる中、現在日

本は超少子高齢・人口減少社会を迎えています。
国立社会保障・人口問題研究所の将来推計では

日本の総人口は 2030 年に 1 億 1,662 万人、2060 年
には 8,674 万人にまで減少し、深刻な労働力不足が
懸念されています。

そこで期待されているのが ICT や AI 等の技術革
新です。介護者の負担を軽減しそれを受ける側の自
立支援にも貢献する介護ロボットの導入、モバイル端
末での温度・湿度や生育状況を把握しながら水遣り・
農薬散布・除草・収穫などをGPS 搭載ロボットが行う「ス
マート農業」、ロボットが淹れたてのコーヒーを提供す
る無人カフェの登場など、ICT や IoT、AI やロボティ
クスの急速な進歩によって、多くの雇用が機械によっ
て代替すると言われています。

高度な先進技術の導入であらゆる課題が解決され
ていくソサエティ5.0（超スマート社会）の到来は、物
理的な距離がコミュニケーションの阻害要因とはならな
い世界を実現し、現在急速に進むグローバル化もさら
に加速していくものと予想されます。社会経済の仕組
みも国境を越えて大きく変容し、業種、業態、時間、
組織、性別などの線引きを消してしまうボーダーレス化
が一層激しく進行します。私たちの生活そのものが一
変する世界は目前まできているのです。

このような時代を迎え、私たち学校教育に携わる者
は大きな意識改革を求められます。本学園はこれまで
も、「自ら学び、自ら考え、自ら道をひらく」という、日

本大学の教育理念「自主創造」の精神に基づき、
学生・生徒の主体的に生きる力を養う教育を実践して
きました。今後はこのような高度情報化・国際化の時
代に対応すべく、これまでの ICT 教育の推進に加え、
留学制度と国際交流活動のさらなる充実をはかってま
いります。短期大学ではこの４月に「留学支援センター」
を設置し、地域の高校生が日本での単位を修得しつ
つ留学できるよう支援していきます。また現在、学園は
イギリス・オーストリア・マレーシア・中国・アメリカの 5
か国 7 校と姉妹校・交流校として交流活動を行ってい
ますが、次年度はハンガリーの学校とも短期大学と高
等学校が姉妹校提携を結びます。さらに日本の伝統
文化をしっかりと身につける教育を行うことで、自国に
誇りを持ち、グローバルな視点で異文化を深く理解でき
る力を養っていきます。そしてこのような教育を通して、
本学園で学んだ若者たちが、将来日本はもとより国際
社会で活躍できる「真の国際人」として、大きく世界
に羽ばたいていけるよう職員一丸となって努力する所
存です。

最後になりましたが、皆様の一年が希望に満ちたす
ばらしいものとなることを祈念し、年頭の挨拶とさせて
いただきます。

激変の時代に
　世界で活躍する力を

理事長・学園長　浦田　奬
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年 頭 の ご 挨 拶

　新春の太陽が大地を染め上げ、大自然の躍動する
光景を目の当たりすると、私たちの心も躍ります。
　新しい年を迎えるに当たり、一言ご挨拶を申し上げ
ます。
　皆さんは、ご家族の皆様と共に、健やかな新年を
お迎えになったことと思います。私も、家族と一緒に、
山の端に昇る太陽に向かって、手を合わせ、無病息
災を祈りました。昨今、少子化をめぐって、大学や社
会の未来に厳しい目が向けられています。平穏な日々
が続くようにと、私は幾度も手を合わせました。
　本学を見下ろすように聳

そび

える、みかも山、そして春
の色合いを濃くする麗しいキャンパスの庭先には、早
咲きの水仙の花が、蕾を付けています。寒い冬を耐え、
命の輝きを、私たちの前に繰り広げる日が近づいてい
ます。
　花のように生きようと、私は考えました。冬の寒さを耐
えて咲く花は、さわやかです。寂しさや悲しさを堪えて
咲き誇る花は、感動的です。どんな花でもいい。一輪
の素朴な花でいい。私は、自分という小さな花を、精
一杯咲かせて見せようと思います。
　私が生きる上でお手本となるのは、日本大学を創設

した山田顕義先生です。先生は、吉田松蔭が開い
た松下村塾で、最後の弟子と言われています。志を
高く掲げて生きるようにという松蔭の言葉を座右の銘と
して、生涯を送りました。「自主創造の精神」として、
今は定着しています。自主創造の精神とは、他人に頼
ることなく、自ら学び、予見し、行動する精神と考えて
良いと思います。学祖は、動乱の幕末から明治維新
期にあって、日本の近代化に命を捧げます。近代国
家の建設には、近代法に根ざした社会と、若者の教
育こそ重要と考え、明治２２年に日本大学の前身であ
る「日本法律学校」を創設しました。また、苦労の末
に、民法と商法を編

へん

纂
さん

しました。その甲斐あって、我
が国は念願であった、不平等条約の改正に漕ぎつけ
ました。
　学祖の生涯は、花のようであったと、私は思います。
辛い冬を耐え、先人の知恵である大地の滋養をたっぷ
りと吸収して、季節の訪れと共に、謳歌爛漫のごとく、
青春の命を躍動させたのです。
　新年を迎えて、学生諸君も学祖のように、志を高く
掲げ、春を飾る香り豊かな花のように咲き誇って欲しい
と願っています。

花のように

学 長　佐藤 三武朗



か た く り 第 130 号（4）平成 31 年 1 月1日

オレンジリボン運動で虐待防止推進キャンペーン !

ク リ ス マ ス ワ ー ク ショップ

「オレンジリボン運動」とは、児童虐待防止推進運動のこ
とです。社会福祉士・介護福祉士フィールドの学生は、虐
待のない素敵な社会をつくろうとの思いから、この運動を道
の駅どまんなかたぬま、佐野市役所、イオンモール佐野新
都市の市内 3ヶ所で実施しました。今年度は、手作りオレン
ジリボンの配布の他、子どもを守るためのメッセージコーナー
を設けたり、人気ソングを手話で披露したりと、サノタンなら
ではの活動を行いました。お子さんやご家族、さのまるなど、
多くの方が参加してくださり、楽しみながら虐待防止を呼び
掛けることができました。

12 月 8 日（土）、佐野市にある「道の駅どまんなか たぬま」
にて、こどもフィールドの学生 23 名と教職員 6 名がクリスマ
スワークショップを開き、クリスマスに向けてのリース作りをお
手伝いしました。

参加してくださった皆さまは、学生と一緒にツタの輪に思い
思いの装飾をして、オリジナルのリースを作り上げて、家族で
ほめ合ったり、記念撮影をしたりしていました。

参加された皆さまからは「素敵なイベントをありがとうござい
ました」「学生さんがとても上手に対応してくださって、楽し
かったです」といった言葉をいただきました。子どもたちをは
じめ皆さまの笑顔が、学生にとっても一足早いクリスマスプレ
ゼントになりました。
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サノタン本の虫アワード2018 表彰式インスタグラムで佐野の観光を宣伝！

受賞者が以下の通り決定し、11 月 15 日（木）に表彰式
を行いました。

受賞おめでとうございます。

【読書感想文】
　最優秀賞　大野　香織
　　「15 歳のコーヒー屋さん」を
　　読んで
　優 秀 賞　増山　亜美
　　『万引き』なくしては存在出来なかった家族
　優 秀 賞　原　　陽菜　「少女ポリアンナ」
　優 秀 賞　横倉　未来　 サマーウォーズ

12 月 17 日（月）～ 19 日（水）の昼休み、学友会が
企画したクリスマスイベントが行われました。サンタクロース
に扮した学生が登場すると歓声が上がります。そして、サ
ンタクロースに「メリークリス
マス !」と元気に声をかけ
ると、素敵なプレゼントが !! 
プレゼントを手にした学生は
大喜びでした。

学長と学生との懇談が、１１月２日（金）から始まりまし
た。学長は、できるだけ多くの学生とお話しする機会を設け、
学生の考えや、思い、アイディア、時には悩みや相談等も
聴いて、よりよいサノタンを創っていこうと考えています。

今回は、まず最初に学友会の５名が、それぞれ学友会の
立場やまた個人として、サノタンの良さや学校側への要望な
ど、忌憚のない意見を学長に聴いていただきました。なかな
か話す機会がなく、とても有
意義な時間を過ごせたよう
です。この企画は今後も続
き、各フィールドの学生が学
長と懇談していく予定です。

観光ホスピタリティフィールドの 2 年生科目「地域観光論」
では、佐野市観光立市推進課と共働し、佐野市の魅力を
アピールするためにインスタグラムを活用した観光宣伝活動
を行っています。学生は 4 つのグループに分かれ、それぞ
れテーマを決め、佐野のグルメや歴史・文化・自然景観等
の取材を行い、学生独自の感性で佐野市のさまざまな魅力
をアピールしようと取り組んでいます。たくさんのフォロワーか
ら「イイネ」をいただき、よ
り多くの人たちが佐野市に
遊びに来るよう、これからも
頑張っていきます。

学友会主催 クリスマスイベント

学長と学生との懇談
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ハ ンド ベ ル 演 奏 会

　医療事務・メンタルヘルスフィールドの「音楽テラピーⅠ・Ⅱ」の受
講者 47 名が、新小山市民病院（小山市）、本庄記念病院（足
利市）、特別養護老人ホームきんもくせい（佐野市）にて、ハンド
ベルとトーンチャイムの演奏を披露しました。クリスマスの時期に相応
しいクリスマスソングや高齢者も喜ぶ懐かしい曲を演奏し、音楽の
持つ “癒しの力” を実際に現場で学びました。

栄養士フィールドでは、食品加工技術を習得し製造販売を行うこと、地
域に貢献することを目的として「菓子製造の営業許可」を取得しました。
今回は、11 月 10 日（土）・11 日（日）にアグリタウンで開催されたＪＡ佐
野農業祭りに出店し、「さのたんマドレーヌ」を販売しました。マドレーヌは
プレーンのほかに、自分たちが学内の農園で育てたさつまいもを使用したマ
ドレーヌも販売し好評を得ました。

外部の方への製造・販売は形状や衛生面などで細心の注意が必要と
なりますが、授業では感じることのできない地域住民の方 と々のふれあい、
多様な食のイベントを肌で感じることができ、有意義な活動となりました。

【学生の感想】
　練習では不安になることもありましたが、本番は
とても良い音色を奏でることができたと思います。
演奏を聴いてくれた方から「素敵な音でしたね」と
言われて、とても嬉しかったです。

ＪＡ 佐 野 農 業 祭 り

情報の公開：本学の取り組みとして、積極的な情報公開に務めております。一部の資料についてはホームページ等で閲覧が可能です。

久 保 由 佳、 大 塚　 登、 岡 泉 志 の ぶ、 藤 田　 睦、 古 川 貴 子、 田 村　 田、 石 井 寿 雄、 水 島 優 樹
学報編集委員


